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教育の質を維持した上での教員の働き方改革の実現を  

目指します 
予算額  １，７２９，７３０千円 

長時間勤務の解消に向けて、教員の負担軽減を図り、質の高い教育を持続的に行うための環境を整えます。  
教員の業務量の適切な管理 教職員の適切な健康管理 業務改善と環境整備に向けた取組 外部人材活用の取組 

○在校等時間の客観的な把握 

 出退勤管理システムによる在校等時間の

集計結果を活用して、教員の負担軽減・多忙

化解消を目指す。 

○教員の勤務実態把握・分析 

 県立学校における各教員の勤務実態の把

握・分析等の業務を民間事業者に委託する

ことで、全ての教員が在校等時間の上限を

遵守できる労務体制を構築し、教員の働き

方改革の推進を図る。 

 

○メンタルヘルス対策の推進 

教職員本人、家族及び管理職からの

心の健康相談を臨床心理士や保健師

によって実施する。 
また、マネジメント等に必要な知識

習得のためにメンタルヘルス基礎講

座を開催する。 

○ストレスチェックの実施 

ストレスチェックを実施し、自身の

心理的負担を把握させるとともに、職

場環境改善を図る。 

○こころの人間ドックの実施（新規）  

高ストレス者と判定された教職員

に医師等のカウンセリングを受診さ

せ、精神的な不調の未然防止を図る。 

○教員研修のＩＣＴ化 

教員が在校のまま、受講できるｅラ

ーニング研修やオンライン研修を実

施し、効率的な学校運営を推進する。 

○デジタル採点システムの試行導入 

（新規） 

教員の採点業務の負荷の軽減と学

習評価の質の向上を検証する。 

○校務支援システムの利用促進 

 新学習指導要領へ対応した成績処

理機能の拡充など利便性が向上した

校務支援システムの利用促進と安定

運用を図る。 

 

○スクール・サポート・スタッフの配置拡充 

授業準備や消毒などの事務補助的な業務を担う

スクール・サポート・スタッフを小中学校に配置す

る市町村への補助を行う。 

○学習指導員の配置         
 学級担任の授業補助や補習学習等を行う学習指

導員を小中学校に配置する市町村への補助を行う。 

○専門スタッフの配置 

・スクールカウンセラー 
・スクールソーシャルワーカー 
・語学相談員 ・外国人生徒等教育支援員 
・就労アドバイザー ・キャリア教育コーディネーター 
・ＧＩＧＡスクール運営支援センターシステムエンジニア  
・ＩＣＴ支援員 ・スクールロイヤー 
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○部活動指導ガイドラインの周知徹底 

 2018年９月に策定した「部活動指導

ガイドライン」の周知徹底を図る。 
 

  ○部活動の地域移行の推進 

 コーディネーターの配置や運営団

体・実施主体の体制整備など、中学校

の部活動の地域移行に向けた実証事

業を実施する。 

○部活動指導員の配置 

 単独で部活動の指導、大会への引率等を行う部活

動指導員を配置する。 

・高等学校への配置 

・中学校に配置する市町村への補助 
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○教職員定数の充実等  

 ・学校における働き方改革や複雑化・困難化する教育課題へ対応するため、教職員を増員する。【小中学校  専任＋３９２人】  
 ・「教師不足」の改善を図るため、年度の初期頃に産・育休を取得することが見込まれている教師の代替者を、４月の年度当初から任用する。（新規）【小中学校、高等学校、特別支援学校】 


